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1）児玉花外の社会主義詩
　児玉花外はまずなによりも社会主義詩人であっ
た。従って，日露戦争前後の資本主義の拡大に伴う
社会的矛盾を歌うことにその真骨頂があると文学史
的に定位されてきた。『日本プロレタリア文学大系』
（三一書房）には，松岡荒村・小塚空谷・大塚甲山・
児玉星人らの何編かの詩が「社会主義詩人グループ」
の名称の下に集められている。児玉花外は文学史記
述においては，明治30年代のこのグループに位地づ
けられる。
　『社会主義詩集』（明治36年）の代表作の一つに「紡
績工女」がある。紡績工女の悲しみを，「工場の中に
塵たちて／雪と降り舞ふ綿屑は／髪に愁と積り
つ〉／脚は立木よ折る〉まで／機械操る苦しさよ」
と，あるいは「涙の珠のかずよりも／多き痛みと悲
しみに／骨は刺されて肉そがれ／かくてある日の耐
へがたや」と歌い上げたものだが，大塚甲山にもこ
れに近接した「工場の汽笛」という詩がある。「建物
高くつらなれり，あれぞ糸とる工場なる／赤き煉瓦
の其の色は，燃ゆる工女の血汐かや。／忽ち午の砲の
後，汽笛は高く鳴りわたる。／あ〉あの笛は限りな
き，工女の嘆く声にして。／生まれて幸にあつから
ば，親の御膝にたはむれて，／情の雨にぬれなんに，
馴れにし里をさかり来て，／篭の中なる羽ぬけ鳥
いつか自由に翔るべき，／野に花摘みしやは手して
繰るも苦しき紡の糸」。これを小田切秀雄氏は「児玉
花外らの紡績女工の歌の影響のもとに書かれたもの
であろう」（『社会文学・社会主義文学研究』勤草書
房）としているが，明治33年の統計によると総工場
労働者数に対して繊維産業労働者の占める割合は
60％を越え，その約88％が女子であった。その劣悪
な労働事情については，ルポルタージュとして横山
源之助の『日本之下層社会』が有名だが，政府自身
すら認めるところであり（農商務省編『職工事情」），
この問題は，明治30年に結成された労働組合期成会
の重要な闘争課題であった。おおよそこういう事情
の下ei「紡績工女」はある。児玉花外の詩が，右に
見てきたように時代の詩である以上，すべての詩篇
についてその時代状況がまず何よりも先に検討され
なければならないだろう。
2）ロマン派花外
　明治30年代は浪漫主義の時代であった。山田博光
氏は文学史記述（有斐閣『近代文学史1　明治の文
学』）において，児玉花外をこの時期を代表する「革
命的ロマンティシズム」の詩人として挙げているが，
言うまでもなく，時代の文学的風土の中で，花外の
詩は形成されてきた。この点も今は特に報告できる
程のものが出来上がっていないが，ともかくその跡
を明らかにしたい。
　ロマン派花外の面目は「馬上哀吟」（『花外詩集』
明37所収）にあると思うが，ここでは「眼うるみて
頬さへも／血の気さめたる人の子よ／力もなげにし
をれては／あまりに弱し若人よ／雪にも耐ふる常磐
木の／われの緑にあやかれよ」という第1連から始
まる，明治32年刊行の『風月万象』に収められた，
「森のさすらい」を見てみたい。森を散策し，動物
植物をスケッチしつつ，それらに寄せての思いを述
べる詩なのだが，「空に群れゆく渡り鳥／おちつく杜
はいつこぞや／苛政に耐えぬ国民の／あだに墳墓の
地を捨て〉／自由の里をめざしつ〉／急ぐに似たり
旅の道」あるいは「一むら白く輝きて／尾花は風に
なびきつ〉／王者の銀の盾のごと」などという調子
は幸徳秋水においても同様だが，新体詩といっても
藤村や独歩ではなく，明らかに土井晩翠と系譜を一
にするものである。たとえ詩藻は遠く及ばないとし
ても。土井晩翠との交遊は明らかではないが，昭和
18年10月の告別に際し，仙台の晩翠から「文勲と数
奇の運命を偲び，はるかに哀悼の意を表し候」とい
う哀悼の一文が送られているようである。（谷林博
『児玉花外その詩と人生』）。更にこの詩には「木の
実の甘き盃の／か〉かれる枝にうちつどひ／小鳥は
歌ふ楽しげに／神に感謝を捧げつ〉」という基督教
徒としての児玉花外がいることも注目される。そも
そも「森のさすらい」は内村鑑三の『東京独立雑誌』
に発表されており，当然といえば当然なのだが，あ
らためて「革命的ロマン」主義の思想の内実が問わ
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れなければならないだろう。
3）権利・正義・自由
　明治大学校歌制定の事情は最近とみに明らかにな
りつつあるが，上記の言葉自体は，「労働軍歌」の中
の言葉である。「いざや吾友，団結し／起ちて権利を
主張せよ／正義・自由を圧すれば／鳴呼何者も敵と
せん／貧者克服ひとしうす／愛と平和の社会主義／
はやく実行望みつ〉」。どうやら基督教社会主義の思
想が根底にあるようだが，むろん児玉花外は明治25
年札幌農学校予科生徒時代に一瞥して以来，中江兆
民こそ「明治年間民主主義の開祖，親玉として，熱
烈なる敬愛と真情を捧げ」た相手だった。児玉花外
の政治思想詩の検討もそれなりに形をつけねばなら
ぬ課題である。
